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｢暁斎百鬼書談｣(さいたま文学館）

古来､理解できない現象や変わつだ物に対して､人々は､時に｢神｣f仏｣として､時馴剛到令叫凱刺剰翻剰が剖回川矧利縫稲劉制刷卿剰回訓鋤
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力蒋といふ粉手車網目の水虎雄塊為参りと手へど函ｌく篇妙

譲驚繍蕊繍鮒灘瀕議
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津悔あり手々
采澄の癖ろ汗鍵ろ秀の輪どもをの錘りて鼎番汗

を湖号宅の冷冨流みてハ人知４蝿おりと笑りげＪカバの群

ち．る尋騨Ｙ牛山諾熱中港熟赫婦／方ニハ汀仙ノ飛騨多シ鯉郷

瀧繍》識溌謡織餅…尋

一いかでと隠小１ヶ剖ハさ息ｉ》や訓ら竺単●産１謬鼻撫涜一
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に｢妖怪｣｢鬼１W異形｣として恐れ畏まり､戒めも込めて太切侭しでいき調した。
それらは､文学として記録されることもありましたが､民話･昔話として､現在も語り継

がれている場合が多くあります。
今回の展示では､埼玉県内で語り継がれてきた妖’怪伝説や不思議な話につし
て､文学や絵画資料などを通して紹介します。
特に､｢まんが日本昔ぱなし｣で著名なイラストレーター池原昭治醗鰍山市在住
による童絵や江戸時代以前に描かれた｢百鬼夜行｣の妖Ｉ陸絵などを展示し､大人力
ら子供まで幅広い世代が蕊しめる｢さいだまの妖‘凶を紹介します＝

豚ﾘ根川図志』崎玉県立熊谷図書館） １シ'（ソハ9” 酸
関連事業(いずれも参加料無料電話予約先着200名）

解説講座｢妖I怪よもやま話」
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雲雲潔熱墓鰯鎮
「天才絵師河鍋暁斎～幕末に生まれし画鬼～｣(2017年） 韮塚一三郎｢高篠長者のわらびがり｣原稿

(さいたま文学館）

記念講演会｢妖怪学に見る怖い話｡不思議な話」 一
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E園平成29年８月26日田14:00～15:３０
匿記文学ﾎｰﾙ
崖函I小松和彦氏(国際日本文化研究ｾﾝﾀー 所長）

ビデオ上映会｢落語｣(故三遊亭園生による名演の上映）
池原昭治氏の童絵｢瀬女園ヨ眠談牡丹灯篭栗橋の宿｣｢死神｣｢首提灯」

E園平成29年９月9日(士)14:00̅16:００
匿囲文学ﾎｰﾙ

Ｌ
さいたま文学館
〒363-0022桶川市若宮1-5-9窓048-789-1515
JR高崎線桶川駅西口から徒歩約5分1さいたま文学館E羅罰Ｌ

〃画休露日・毎週月曜日第４火曜日(７月25日８月22日）腫謹
観覧時間●10時から17時30分(入館は17時まで）
観覧料●一般210円､高校･大学生100円
※中学生以下と障害者手帳等をお持ちの方(介助者1名を含む)は無料 総圭県墨’ 至上犀


